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会場全員による川の国埼玉宣言 

 

午
前
の
部
は
、
県
立
浦
和
第
一
女
子
高
等
学
校
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
の
小
川

さ
ん
と
山
崎
さ
ん
の
司
会
で
さ
わ
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

始
め
に
、
県
立
松
山
女
子
高
等
学
校
音
楽
部
１
年
生
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ー
ラ
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
曲
目
は
、
「
上
を
向
い
て

歩
こ
う
」「み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」を
含
め
た
４
曲
で
す
。
部
員
さ
ん
の
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
進
行
と
、
聴
き
ご
た
え
の
あ
る
歌
声
で
、
会
場
が
一
気
に

明
る
く
な
り
ま
し
た
。 

 

埼
玉
県
環
境
部
の
宍
戸
部
長
か
ら
の
挨
拶
に
続
き
、
恒
例
の
「川
の
国
埼

玉
宣
言
」で
す
。
川
の
国
応
援
団
と
し
て
活
動
し
て
い
る
、
栄
東
高
等
学
校

理
科
研
究
部
の
田
中
さ
ん
と
長
澤
さ
ん
が
宣
言
の
声
が
け
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
会
場
全
員
に
よ
る
「川
の
国 

埼
玉
！
」
の
発
声
で
、
一
体
感
が

さ
ら
に
増
し
ま
し
た
。  

★
午
前
の
部 

講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
★ 

①
【
２
０
１
１
年
度
よ
り
継
続
し
て
い
る
芝
川
の

上
流
か
ら
下
流
ま
で
の
調
査
～
少
し
ず
つ
見
え

て
き
た
生
息
生
物
の
分
布
】
栄
東
高
等
学
校
理
科

研
究
部 

②
【
川
の
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
水
辺

再
生
１
０
０
プ
ラ
ン
事
業
の
報
告
】
県
土
整
備
部

水
辺
再
生
課
及
び
埼
玉
県
河
川
環
境
団
体
連
絡

協
議
会 

③
【
荒
川
の
再
生
事
業
と
川
の
国
応
援
団
、
埼
河

連
の
連
携
】
国
土
交
通
省
荒
川
上
流
河
川
事
務
所

及
び
荒
川
の
自
然
を
守
る
会 

 
  

平
成
２
９
年
２
月
４
日
（
土
）
、
「
さ
い
た
ま
市
民
会
館
う
ら
わ
」
に
お
い
て
、

「川
の
再
生
交
流
会 

～
流
域
で
つ
な
が
る 

次
世
代
と
つ
な
げ
る
～
」を
開
催

し
ま
し
た
。
川
の
再
生
活
動
に
取
り
組
む
約
４
０
０
名
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に

会
し
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。 

★
分
科
会
テ
ー
マ
★ 

①
綾
瀬
川
・芝
川
流
域
『清
掃
活
動
、
学
習
活 

動
、
水
質
改
善
排
水
マ
ナ
ー
、
お
楽
し
み
イ
ベ
ン

ト
』他 

②
中
川
・
古
利
根
川
流
域
『
流
域
の
川
づ
く
り
、
美

化
活
動
、
農
水
路
保
全
、
環
境
学
習
』
他 

③
元
荒
川
流
域
『
美
化
活
動
、
魚
の
保
全
、
歴
史
を

つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
』
他 

④
新
河
岸
川
流
域
『
湧
水
を
生
か
し
た
川
づ
く

り
、
河
畔
林
の
保
全
、
ア
ユ
の
川
の
モ
デ
ル
に
』
他 

⑤
不
老
川
流
域
『
３
０
年
の
活
動
を
振
り
返
る
、
文

化
と
歴
史
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
、
新
し
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
』 

⑥
北
部
・
西
部
（比
企
・秩
父
・本
庄
）流
域
『
川
づ
く

り
と
環
境
保
全
（自
然
と
心
を
結
ぶ
川
づ
く
り
）』 

⑦
学
生
交
流
『水
辺
（水
辺
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
様
々

な
活
動
を
し
て
い
る
学
生
主
体
の
分
科
会
）』 

 

午
後
は
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
流
域
ご
と
の
テ
ー
マ
設
定
、
学
生

交
流
分
科
会
の
実
施
は
新
し
い
試
み
で
し
た
。
各
会
場
で
活
発
に
議
論
が

進
み
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
活
動
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
学
生
さ
ん
ま
で
、
幅

広
い
年
代
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
交
流
も
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

一
方
、
ロ
ビ
ー
に
は
、
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
水
質
調
査
の
結
果
や
、
地
域
で
観
察
さ
れ

る
自
然
、
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
の
展
示
、
清
掃
活
動
の

様
子
な
ど
、
応
援
団
の
皆
さ
ん
の
活
動
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
「
川
の
意
義
、
必
要
性
を
再
認

識
し
ま
し
た
」
「
流
域
単
位
で
身
近
な
方
々
の
活

動
が
理
解
で
き
ま
し
た
」
な
ど
の
ご
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

ロビーでのパネル展示（一部） 分科会の会場の様子 
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１
件
目
は
、
午
前
の
講
演
で
部
員
５
名

で
発
表
頂
い
た
、
栄
東
高
等
学
校
理
科

研
究
部
か
ら
の
報
告
で
す
。 

 

【栄
東
高
等
学
校 

理
科
研
究
部
１
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
澤 

啓
太
】 

 
 こ

ん
に
ち
は
、
栄
東
中
学
高
校
理
科

研
究
部
で
す
。
私
た
ち
は
芝
川
と
い
う

川
の
調
査
を
長
年
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

そ
も
そ
も
皆
さ
ん
、
芝
川
と
い
う
川

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
芝
川
は
桶
川

市
・
上
尾
市
・
さ
い
た
ま
市
・
川
口
市
を

経
て
、
荒
川
に
流
れ
込
む
一
級
河
川
で

す
。
私
た
ち
が
芝
川
で
調
査
し
て
い
る

こ
と
の
一
つ
に
、
流
域
住
民
の
方
々
に

対
し
て
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
あ
り

ま
す
。
調
査
方
法
は
ま
ず
私
た
ち
が
流

域
住
民
の
方
々
に
直
接
、
封
筒
に
入
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
手
渡
す→

ア
ン
ケ
ー

ト
に
答
え
て
い
た
だ
く→

ア
ン
ケ
ー
ト

を
学
校
に
郵
送
し
て
も
ら
う 

と
い
っ

た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
１
地
域
１
０
０
世

帯
ず
つ
６
地
点
で
行
い
、
計
６
０
０
世
帯

に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
結
果
、
ア
ン

ケ
ー
ト
回
収
率
は
７
１
％
と
い
う
非
常

に
高
い
値
で
し
た
。
流
域
住
民
の
方
々
、

ご
協
力
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
は
皆
様
か
ら
も
ら
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
を
集
計
し
、
次
年
度
の
調
査

地
点
の
選
出
な
ど
に
役
立
て
て
い
ま

す
。 さ

て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
芝
川
の
調

査
を
し
て
き
た
私
た
ち
は
、
こ
の
た
び

埼
玉
県
が
主
催
す
る
「
川
の
再
生
交
流

会
」
で
そ
の
成
果
を
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
僕
は
こ
の
よ
う
な
場
は

初
め
て
で
、
発
表
が
始
ま
る
前
ま
で
不

安
と
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か

し
、
い
ざ
発
表
が
始
ま
る
と
不
思
議
と

不
安
は
な
く
な
っ
て
、
緊
張
し
つ
つ
も

自
分
の
発
表
に
集
中
で
き
ま
し
た
。
結 

果
、
多
く
の
改
善
点
が
あ
り
ま
し
た
が 

発
表
は
無
事
に
成
功
い
た
し
ま
し
た
。 

と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
回
の
我
々 

の
発
表
（年
度
の 

研
の
ま
と
め
） 

は
、
栄
東
高
校 

Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し 

て
い
ま
す
。
ぜ 

ひ
ご
覧
く
だ
さ 

い
。 

 

２
件
目
は
、
第
１
分
科
会
で
発
表
頂
い

た
、
獨
協
大
学
米
山
ゼ
ミ
か
ら
の
報
告

で
す
。 

 

★
伝
右
川
再
生
に
向
け
た
支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
活
動
報
告 

「
間
伐
材
を
使
用
し
た
カ
ヌ
ー
製
作
と

カ
ヌ
ー
を
使
っ
た
川
の
清
掃
活
動
に
つ

い
て
」 

【獨
協
大
学
経
済
学
部 

 

国
際
環
境
経
済
学
科 

米
山
ゼ
ミ 

      
     

    
   

 

深
澤
な
つ
は
】 

 

私
た
ち
獨
協
大
学
経
済
学
部
米
山
ゼ

ミ
「
伝
右
川
再
生
に
向
け
た
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
チ
ー
ム
の
主
な
活
動
は
、

水
質
調
査
や
小
学
校
で
の
環
境
教
育
、

「伝
右
川
再
生
会
議
」の
開
催
な
ど
で
す
。

特
に
、
昨
年
は
カ
ヌ
ー
を
使
っ
た
活
動

に
力
を
入
れ
、
カ
ヌ
ー
を
使
っ
た
川
の

清
掃
活
動
や
、
間
伐
材
を
使
用
し
２
艘

の
カ
ヌ
ー
を
製
作
し
ま
し
た
。
今
回
の

「
川
の
再
生
交
流
会
」
で
も
第
１
分
科
会

に
て
、
カ
ヌ
ー
に
つ
い
て
発
表
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

カ
ヌ
ー
を
使
っ
た
川
の
清
掃
活
動
は
、

草
加
パ
ド
ラ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
き
な
が
ら
、
護
岸
か
ら
で
は
回

収
で
き
な
い
浮
遊
ゴ
ミ
を
回
収
し
河
川 

景
観
の
美
化
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

住
民
の
方
へ
の
啓
蒙
活
動
に
な
る
と
考

え
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら

に
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
よ

り
活
発
な
活
動 

に
す
る
た
め
に
、
新
た
に
間
伐
材
を
使 

用
し
２
艘
の
カ 

ヌ
ー
を
製
作
し 

ま
し
た
。
夏
休 

み
に
入
る
８
月 

か
ら
製
作
を
開 

始
し
、
多
く
の 

方
の
協
力
の
も 

と
約
３
カ
月 

か
け
完
成
さ
せ 

ま
し
た
。
今
回 

使
用
し
た
間
伐
材
は
、
埼
玉
県
飯
能
市

の
西
川
材
で
す
。
間
伐
材
を
使
用
す
る

こ
と
は
、
森
林
保
全
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
源
流
域
と
の
つ
な
が
り
を
作
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
大
学
に

と
っ
て
も
、
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
推
進

と
大
学
の
独
自
性
を
示
す
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、
大
学
に
カ
ヌ
ー
を
常
設
展

示
し
、
さ
ら
に
定
期
的
に
カ
ヌ
ー
体
験

会
を
行
い
、
よ
り
多
く
の
人
に
伝
右
川

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
カ
ヌ

ー
を
使
っ
た
活
動
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
活
発
に

活
動
し
、
伝
右
川
の
再
生
に
向
け
て
進

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

★
「川
の
再
生
交
流
会
報
告
書
」を
水
環

境
課
の
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

～６０９団体が県内各地で活動中！～ 

  今回は、２月４日に開催 

 した「川の再生交流会」に 

 参加された２団体からの 

 報告です。 

活動報告 
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 ★

入
門
編 

 
 

  
 

       

★
中
・上
級
編 

               

                                 

                                 

                                 

 

川
の
国
埼
玉
検
定
を
実
施 
特 集 

 

 

８
月
の
「
さ
い
た
ま
エ
コ
フ
ェ
ス
タ 

ｉ
ｎ 

Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ 

２
０
１
６
」
と
１
１
月
の

「県
庁
オ
ー
プ
ン
デ
ー
」で
入
門
編
を
実

施
し
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
７
３
３
名
の

方
々
が
水
環
境
に
つ
い
て
学
び
、
問
題

に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

 

全
員
が
５
問
中
４
問
以
上
正
解
し
、
記

念
に
認
定
証
と
コ
バ
ト
ン
シ
ー
ル
を
差

し
上
げ
ま
し
た
。 

入
門
編
は
７
３
３
名
、
中
・上
級
編
は
２
０
名
が
挑
戦
！ 

新
た
に
１
４
名
が
「川
の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」に
な
り
ま
し
た
。 

 

１
１
月
２
６
日
（
土
）
に
あ
け
ぼ
の
ビ
ル

で
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
は
２
０
名
が

受
験
し
、
１
６
名
が
上
級
に
合
格
、
４
名

が
中
級
に
合
格
し
ま
し
た
。
検
定
の
合

格
基
準
は
正
解
率
８
０
％
以
上
で
上
級

に
合
格
、
６
０
％
以
上
で
中
級
に
合
格

で
す
。 

 

上
級
合
格
者
の
う
ち
、
１
４
名
に
「
川

の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
ご
登
録

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
登
録
頂
い
て
い

る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
さ
ん
は
計
９
４
名
と

な
り
ま
し
た
。
川
の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
、
川
の
再
生
活
動
の
経
験
と
知
識
を

持
つ
川
の
専
門
家
で
す
。
環
境
学
習
や

講
座
な
ど
で
ご
活
躍
頂
き
ま
す
。 

     

 

川
の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修 

の
ご
報
告 

～研修プログラム～ 
（１）埼玉県の河川環境と生きものたちの関わり（講義） 
   講師：環境科学国際センター 主任研究員 木持謙 氏 
（２）「荒川」の歴史でこれだけは押さえておくこと！（講義） 
   講師：埼玉県立川の博物館 学芸員 羽田武朗 氏 
（３）かわはく体験学習を体験してみよう（体験講座） 
（４）意見交換会 

 

平
成
２
９
年
３
月
８
日
（
水
）
に
、
川
の
国
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
を
対
象
と
し
た
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
「
県
立
川
の
博
物
館
」
の
共
催

の
御
協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。 

 

新
規
に
ご
登
録
い
た
だ
い
た
７
名
を
含
み
、

計
２
０
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

③学芸員さんの説明のもと、虫の同定をしまし

た。外観では区別が難しい虫も、触った感触で

判別が可能との説明に納得されていました。 

★
川
の
国
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
に

つ
い
て
★ 

 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
々
に
ご
活
動
の
参
考
と
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
で
３
回
目
の
開
催
と
な
り
、
過
去
に

は
、
埼
玉
県
の
水
環
境
に
関
す
る
講
義
や
、
環
境
学

習
で
役
立
つ
「
話
し
方
講
座
」
、
水
処
理
施
設
の
見
学

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

  
 

 

②午後は雨の予報がはずれ快晴でした。荒川

の河川敷で、水生生物による水質判定の体験

講座を実施しました。水温は９℃で、素手での

作業は手がかじかみますが、皆さん積極的に参

加され、たくさんの虫が捕まりました。 

①午前中は、アドバ

イザーさんが講座等

でご活用できるよ

う、埼玉県の河川

環境や、荒川の歴

史について、講義を

実施しました。 

 当
日
の
様
子
を 

ご
紹
介
！ 

① 

② 

③ 

▼
中
・
上
級
編
の
講
義 

 

を
受
け
る
受
検
者 

▼
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
の 

入
門
編
ブ
ー
ス 

 

調査の結果、

水質は「きれい

な水」でした。 
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川
の
国
応
援
団
へ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー 

 

川
の
再
生
活
動
に
役
立
つ
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

資
材
の
貸
出
し
（主
な
も
の
） 

■
支
援
を
受
け
る
に
は
…
口
頭
で
申
し
込
み 

■
メ
ニ
ュ
ー
（主
な
も
の
） 

 

▽
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
（
Ｓ
Ｓ
、
Ｓ
、
Ｍ
、
Ｆ
） 

 

▽
タ
モ
網 

 

▽
観
察
ケ
ー
ス
（大
、
小
） 

 

▽
胴
長
靴
（Ｍ
、
Ｌ
、
Ｌ
Ｌ
） 

 

▽
カ
ヤ
ッ
ク
（２
人
乗
り
） 

■
資
材
保
管
課
所
で
の
受
取
と
返
却
を
、
お
願
い
し 

 

ま
す
。 

資
材
の
提
供
（主
な
も
の
） 

■
支
援
を
受
け
る
に
は
…
申
請
書
を
提
出 

■
メ
ニ
ュ
ー
（主
な
も
の
） 

 

▽
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
（Ｃ
Ｏ
Ｄ
） 

 

▽
の
ぼ
り
旗
、
ポ
ー
ル 

 

▽
軍
手
、
ゴ
ミ
袋 

■
提
供
数
量
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
。 

■
郵
送
等
を
希
望
の
場
合
は
、
送
料
を
ご
負
担
願
い 

 

ま
す
。 

資
料
・会
報
等
の
印
刷
、
講
師
派
遣 

■
支
援
を
受
け
る
に
は
…
申
請
書
を
提
出 

■
メ
ニ
ュ
ー 

 

▽
Ａ
４
片
面
換
算
で
１
０
０
０
枚
ま
で
の
白
黒
印
刷

（カ
ラ
ー
は
同
１
０
０
枚
ま
で
） 

 

▽
環
境
学
習
の
講
師
派
遣
、
講
師
へ
の
謝
金
支
給
。 

 

川
の
国
応
援
団
登
録
団
体
へ
ご
案
内
す
る

平
成
２
９
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
予
定
時

期
で
す
。 

 

な
お
、
今
後
変
更
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
の
で
、
実
施
時
期
に
お
送
り
す
る
ご
案
内 

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

 
 

平
成
２
９
年 

 
 

５
月 

 
 

 
 

水
生
生
物
講
座 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

６
～
７
月 

 

川
の
再
生
地
域
交
流
会 

 
 

６
～
９
月 

 

全
国
水
生
生
物
調
査 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（環
境
省
主
催
） 

 
 

７
～
９
月 

 

川
ガ
キ
養
成
事
業 

 
 

１
１
月 

 
 

 

川
の
国
埼
玉
検
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（中
・上
級
編
） 

 
 

平
成
３
０
年 

 
 

２
月
３
日 

 

川
の
再
生
交
流
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

■
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

水
環
境
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

■
支
援
を
受
け
た
場
合
に
は
、
実
績
報
告
書
の
提
出
を
お 

 

願
い
い
た
し
ま
す 

■応援団Ｔシャツ 

Ｈ２５年度の川の再生

交流会で好評のため支

援メニューとなりました。

色は濃い水色、サイズ

は女性用Ｌ、男性用Ｌ。

１団体２０着までです。 

■応援団ブルゾン 

Ｈ２８年度の川の再生

交流会の参加者記念

品として好評でした。在

庫限りのため、先着、１

団体２０着までです。色

は濃いブルー、サイズは

Ｍのみです。 

■のぼり旗 

イベントや活動場所の目印、アピール

として活用できます。旗を付けるポール

もあります。サイズは約４５ｃｍ×１８０

ｃｍ、絵柄は２種類です。（写真は、

団体名が記入できるタイプです） 

■ライフジャケット 

貸出では一番の人気メ

ニューです。川ガキ事業

などで活躍します。サイ

ズは 4種類です。 

発行 埼玉県環境部水環境課 
 

〒330-9301   

さいたま市浦和区高砂3-15-1 

                （第3庁舎1階） 

ＴＥＬ：０４８－８３０－３０８８ 

ＦＡＸ：０４８－８３０－４７７３ 

E-mail：a3070-03@pref.saitama.lg.jp 
 

 ☆活動予定や活動報告などをお

寄せください。 

 ☆資材の提供や貸出し等のご希

望があればご相談ください。 

 ☆連絡先等の変更があればご連

絡ください。 

川の国応援団のＨＰ 

http://www.pref.saitama.lg.jp/a0505

/kawanokuniouendan/index.html 

■応援団帽子 

青地に応援団の文字

とコバトンのイラスト入

りです。 

川
の
国
応
援
団
イ
ベ
ン
ト 

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 支援メニューの一部をご紹介します！ 


